
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書案内 2022 年    ７．８月号 
担当 ３-１ 松山 ３-５ 渡邊  

 

『残り全部バケーション』伊坂幸太郎 
 

 岡田と溝口は強請や当たり屋で生計を立てていた。しかしある日、岡田が足

を洗いたいと打ち明けた。溝口が仕事を辞める条件として出したのは、「適当

な携帯番号の相手と友達になること」だ。適当な番号で繋がったのは、離婚寸

前の男だった。 
伏線が多く仕込まれており、読後の爽快感が癖になります。凸凹裏家業コン

ビの疲走感ある冒険を体験してみてはいかがでしょうか（松山） 
 
 
「別に、苺味とレモン味みたいにラベルが貼ってあるわけじゃないんですか

ら。」  

『八月は冷たい城』恩田陸 
 

 この作品は、世間から隔離された「城」という空間の中で主人公たちが経験するひ

と夏の恐ろしくも悲しい出来事を描いたものです。閉鎖的な空間で繰り広げられる人

間関係や明らかにされていく謎などの設定や描写が魅力的です。前作にあたる『七月

に流れる花』で謎として残されていた部分が繋がり、明らかになる作品でもあるので、

２冊合わせて楽しむことをオススメします！！（渡邊） 
 
 

「おまえらも、僕も－ほんとに、大馬鹿だ」 
 

 「夏と冒険」の舞台といえば「海」ですが、みなさんは海が青い理由を知っていますか？空の色が反射しているから青いという理由を耳にしたことがある人もいるかもしれません。しかし、実際はそうではなく、水が赤色の光を少し吸

収するという性質を持っているからだそうです。海のように深く多量の水がある場合では、太陽の光が海底に反射して私たちの目が届くまでに、赤色の光がほとんど吸収されることで青く見えているのです。そのため水量が少なく浅い、

波打ち際や水たまりは青く見えません。この夏、海に行った時にぜひ確認してみてはいかがでしょうか？ 
（つくば STEAM コンパス http://tsukuba-steam.com/fad/021/） 

 

『サマーウォーズ』細田守（原作）岩井恭平（著） 
 

 インターネット上の仮想世界「OZ(オズ)」を舞台に、主人公の健二と憧れの先輩夏

希、陣内家の人々が「OZ 乗っ取り犯」が引き起こす混乱から友達を、家族を、そして

世界の危機を救うために奮闘する物語です。現代社会で実際に起こりそうな世界観や、

登場人物の織りなす熱くてやさしい人間関係も魅力的な一冊です。終盤で２０００桁

以上もある数字の暗号を暗算で解こうとする、主人公の計算力も必見です。（渡邊） 
 
 

絶叫とともに、エンターキーに人差し指を叩きつける。 
「・・・よろしくお願いしまぁぁぁぁっす！」 

 

 

 

夏と冒険 

 

 

『七月に流れる花』恩田陸 
 

 六月に夏流に転校してきたミチルは、終業式の日に前進が緑色の「みどりおとこ」

に追いかけられる。何とか逃げてきったミチルだが、彼女の手には夏流城での林間学

校への招待状が握らされていた。そしてミチルは、同じ招待状で夏流城に招かれた五

人の少女たちと共に古城での共同生活を始める。 
ホラーのようなおどろおどろしさもありつつ、最後には感動できる作品になってい

ます。（松山） 
 
 

 「あれが、あたしたち－淋しいあたしたちの、お城なの」。 
 

 

 ついに夏本番です。みなさんは夏と聞いて何を思い浮かべます

か？海や山、アイスクリームにキャンプなど、答えは三者三様だ

と思います。 

 今回、図書案内のテーマは「夏と冒険」です。課題や部活動で

忙しくてなかなか遠出ができない人も、ここで紹介する本を借り

て夏休みの冒険を味わってみてはいかがでしょうか。 


